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１ はじめに 

本実践と研究テーマとのつながりについて，「本実

践がどのように生徒の豊かな人生や持続可能な社会

につながっているのか」という観点から述べる。 

本実践では高等学校学習指導要領（平成30年３月）

（以下，「次期学習指導要領」）における科目「倫理」

の目標を踏まえ，「日本の仏教思想」の単元において

「日本（人）らしさとは何か」という問いを設定して

課題解決的な学習を行うものとする。その際に，文化

や宗教，自然観などの多様な視点から課題を捉えさ

せ，学習過程で得られた知識や概念を活用して考え

させる。このことは，生徒が国際社会に生きる日本人

としての自覚を深めることに資すると考える。また，

このような学びは，生徒がこれから生きていく上で

の人生観，倫理観，世界観を育成することや，自己の

課題を知り解決しようとする態度を育てることにも

つながると考える。さらに，振り返りの工夫により，

自己の考えの深まりや自己の表現力の高まりを実感

させる。このことは，学習課題についての理解を深め

させるだけでなく，生徒の自己肯定感を高め，社会に

参画する力を育成することにもつながると考える。 

２ 研究の視点について 

(1) 視点１「『見方・考え方』に着目した問いの工夫」

について 

高等学校学習指導要領解説公民編（平成30年７月

文部科学省）によれば，公民科における「社会的な

見方・考え方」は，各科目の特質に応じて整理され

ており「倫理」については「人間としての在り方生

き方についての見方・考え方」として「社会的事象

等を倫理，哲学，宗教などに関わる多様な視点（概

念や理論など）に着目して捉え，人間としての在り

方生き方についての自覚を深めることに向けて，課

題解決のための選択・判断に資する概念や理論など

と関連付けること」と示されている。 

生徒たちが課題を解決する過程で，この「人間と

しての在り方生き方についての見方・考え方」を働

かせるようにするためには「単元を貫く問い」を設

定し，その問いを解決するための多様な視点を１単

位時間ごとに獲得していくような単元構成の工夫が

必要であると考えた。また「単元を貫く問い」その

ものが，生徒たちが人間としての在り方生き方につ

いての自覚を深めることにつながるものであること

も必要であると考えた。 

 

 

 

 

 

(2) 視点２「学びを実感する振り返りの工夫」につ

いて 

本実践では，視点１で述べたように「単元を貫く

問い」を設定し，その解決に向けての多様な視点を

１単位時間ごとに生徒たちが獲得していくように単

元を構成した。そこで，１単位時間ごとに「自分は

どのような知識や概念を獲得したのか」を生徒たち

が振り返ることができ，さらに単元の終末には「課

題についての知識や概念を得る前と後では，自分の

考えが，どのように変容したのか」を生徒自身が見

取ることができるように，ワークシートを工夫した

（１枚ポートフォリオ）。 

３ 研究の実際 

 

(1) 本単元の授業設計 

本単元は，日本的な美意識や自然との関わりにつ

いての考え方などを取り上げ，日本人の心情やもの

の見方・考え方と風土との深い関わりを理解させる

とともに，これらが仏教を受容することによってど

のように変化したか，また何が変化しなかったかに

ついて考察させるものである。 

本単元を通じて「日本（人）らしさとは何か」と

いう問いを探究させることは，生徒たち自身が「日

本のよさ」や「日本の課題」に気付き，これからの
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日本人はどうあるべきかを考えることにもつながる

ものである。 

また，この探究的な活動を，対話的な手法により

展開することは，本実践で育成を目指す資質・能力

として設定した「自分の生き方について考え，それ

らを伝える力」を育むことや，学校教育目標である

「将来，世界中で活躍できるグローバルな視点と能

力を持つ，故郷熊本を支える地域人材の育成」の実

現にもつながるものである。 

(2) 単元の目標 

古来の日本人の心情や日本の先哲の考え方を手掛

かりに，自分の生き方について考え，それを表現す

ることができる。 

(3) 単元計画 

 

 

 

 

 

 

第 １ 時 「日本（人）らしさとは何か」につい

て，日本文化の特質を通して考える。 

第２～６時 「日本（人）らしさとは何か」につい

て，日本人の自然観や仏教思想の受

容を通して考える。 

      ・日本の風土と自然観，倫理観 

      ・仏教の受容と奈良仏教の展開 

      ・平安仏教（最澄と空海） 

      ・鎌倉仏教①（法然と親鸞） 

      ・鎌倉仏教②（栄西と道元，日蓮） 

第 ７ 時 「日本（人）らしさとは何か」につい

て，１枚ポートフォリオの記録を基

に自分の考えをまとめて発表する。 

単元で学んだことを，これからどう

生かすか考える。 

 (4) 研究の視点 

〔視点１〕 

自分の在り方や生き方についての自覚を深めるこ

とへ向かうような「単元を貫く問い」を設定する。ま

た，問いを解決する過程において，文化，宗教，自然

観などの多様な視点から課題を捉えさせ，考えさせ

る。 

〔視点２〕 

１単位時間ごとに習得した知識や概念を，自分の

言葉で表現し，その記録を基に「単元を貫く問い」を

解決する活動を通じて，自己の考えの変容と，表現力

の高まりを実感させる。 

(5) 授業の実際 

本研究では，単元の目標を達成するために，単元を

貫く問いとして「日本（人）らしさとは何か」を設定

した。生徒たちの主体的な学びを引き出すためには，

この単元を貫く問いを，自分事として捉えさえるこ

とが重要であると考えた。そこで，単元の導入部分に

あたる第１時の授業の実際について述べる。 

① 導入 

導入では「日本（人）らしさとは何か」という単元

を貫く問いについて考える前に，生徒が自分事とし

て捉えやすい問いとして，「翔陽（生）らしさとは何

か」について考えさせた。この問いを通して，「～ら

しさ」について考えることが，「自分が誇りとしてい

るものに気付くこと」や「アイデンティティの確立」

に有用である一方で，「自己の課題の発見」にもつな

がることに気付かせることをねらいとした。 

② 展開 

 展開では，本時の学習課題である「日本の文化に関

する資料を通して，『日本（人）らしさ』について考

えよう」に取り組む手だてとして，次のＡ～Ｃの各資

料のうちの１つを基に，グループ（２人～３人）でそ

の資料から読み取れる「日本（人）らしさ」について

考えさせた。 

・資料Ａ「日本庭

園」と「欧風庭園」

（写真） 

・資料Ｂ「陶芸茶

碗」と「ティーカ

ップ」（実物） 

・資料Ｃ『平家物語（冒頭部分）』，『方丈記（冒頭部

分）』，『traveling（歌詞，宇多田ヒカル）』 

 

 

 

 

  

（日本庭園の写真資料から，生徒たちが日本では「四季」

を大切にするということに，気付く場面） 

生徒Ａ：（庭園を写した写真の季節は）夏場以外じゃない

かな。これは春でしょ。これは秋。 

生徒Ｂ：これは冬かな。 

生徒Ａ：（この写真には）桜が見えるよ。 

生徒Ｂ：春夏秋冬。 

生徒Ａ：それじゃあ，これは夏。四季だね。 
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その後，各グループの考えを書いた付箋を意見集

約用のワークシートに貼りながら，クラス全体（７

人）で意見を交流させた。内容が近い付箋どうしは近

くに貼り，グ

ルーピングさ

せていくこと

で，各資料か

ら読み取れる

ことの共通点

を見いだすこ

とを促した。 

また，クラス全体で意見を交流して気付いたこと

について，２人を指名して発表させた。 

 

 

 

 

 

③ 整理（終末） 

 終末では，全体での意見交流や，発表者によるまと

めを参考にしながら，日本文化に見られる「日本（人）

らしさ」について，個人の考えをまとめさせ，１枚ポ

ートフォリオの振り返りの欄に記入させた。 

日本文化に見られる，「日本（人）らしさ」とは？ 

生徒Ｄ 
造園にしても茶碗にしても，日本のものは素材そのも

のを生かそうとしている。 

生徒Ｅ 
自然と人を共通させながら表現していたり，和を感じ
させるような造りがなされていたりしていると思っ

た。 

 意見交流の場面では，それぞれの資料に見られる

「日本（人）らしさ」の共通点を見い出すところまで

十分に議論を練り上げることができなかった。しか

し，授業の終末に個人思考の時間を多くとったこと

で，生徒Ｄや生徒Ｅのように，その点まで思考を深め

ることができた生徒も見られた。また，すべての生徒

が，個別の資料から「日本（人）らしさ」について読

み取り，自分の言葉で表現することができていた。 

１枚ポートフォリオには，この後も１単位時間ご

とに，その時間の学習内容を通して「日本（人）らし

さ」について考えたことを記入させていく。単元の終

末では，この１枚ポートフォリオの記録を基に，「単

元を貫く問い」についての，自分の考えをまとめるこ

とになる。 

(6) 検証結果と考察 

表１は，実践（単元）の前後に実施した質問紙調査

の結果である。また，表２は，検証単元の導入時（第

１時の前）及び終末時（第７時）に単元を貫く問いで

ある「『日本（人）らしさ』とは何か？」について，

生徒たちが１枚ポートフォリオに記述したものから

抜粋したものである。さらに，表３は，単元の振り返

りとして「この単元で学んだことを，これからどう生

かしていくか」について，生徒たちが自由記述したも

のから抜粋したものである。 

本実践の検証結果とその考察を，研究の視点であ

る「問いの工夫」と，「振り返りの工夫」の観点から

述べる。 

 

 

単元を貫く問い ： 「日本（人）らしさとは何か？」 

生徒Ｆ 

導入時 

・優しい ・漢字，ひらがな  ・寿司 
・２０２０オリンピック ・漫画がある 
・いろんな方言がある ・天ぷら 

単元末 

（日本では）一つ一つの事や人を大切にし

ているし，たくさんの事が現代まで受けつが
れている。そして，神様が多くいることによ
り，一つ一つを大切にあつかうこと。 

生徒Ｇ 

導入時 ・和 ・天ぷら ・平和 ・寿司 

単元末 

私の思う日本人らしさは，庭園や茶わんな

どで表す自然の美しさや，人間同士の和を大
切にする心の美しさだと思いました。また，
日本人は，善人も悪人も平等に救うことがで

きるところは，とても日本人らしく，すばら
しいことだと思いました。 

 

この単元で学んだことを，これからどう生かしていきますか？ 

生徒Ｆ 

（日本人は）「一つ一つの事や人を大切にする」とい
うことを学んだ。これから社会人になっていく中で，
たくさんの人や事に出会うと思います。なので，これ

からは今まで以上にたくさんの人や事を大切にして
いきたいと思いました。 

生徒Ｇ 

私は，この単元で，日本人らしさは，心の美しさだ
と思いました。他の人が発表したなかにあった，人を
大切にすることや愛することは，心の美しい日本人だ

からこそできると思うので，これからは，今まで日本
人が大切にしてきたたくさんのものを，私も同じよう
に大切にしていきたいと思いました。 

 

 

質問 事前 事後 

あなたは，倫理の授業の中で，課題に対して，
粘り強く学習に取り組んでいる。 

2.50 2.83 

あなたは，倫理の授業で学んだことが，自分
の将来につながると考えている。 

2.67 3.33 

あなたの周りで，自分の在り方生き方につい
て考え，表現しようとする力が高まってい
る。 

2.67 3.50 

表１ 「学習に関するアンケート」結果より抜粋（n=６）４件法 
生徒Ｃ：（資料に見られる）日本らしいところは，庭園で

は，人工物が少なくて，自然が多いところ。食

器は，暗い色が多くて，素材そのままのような

ものが多い。文章は遠まわしな表現が多いとこ

ろだと思います。 

表２ 「単元を貫く問い」についての記述 

 

表３ 検証単元後の自由記述による振り返り 
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① 研究の視点１について 

 表１の「あなたは，倫理の授業の中で，課題に対し

て，粘り強く学習に取り組んでいる」の項目に向上が

見られた。これは，「単元を貫く問い」を設定し，１

単位時間ごとに習得した知識・概念を活用する課題

解決的な学習に取り組んだ成果であると考えられる。

また「あなたは，倫理の授業で学んだことが，自分の

将来につながると考えている」の項目でも大きな向

上が見られた。このことは，本実践が，生徒たちがこ

れから生きていく上での人生観や世界観の育成に資

するものであったことを示している。このことは，表

３に「この単元で，日本人らしさは，心の美しさだと

思いました。」，「今まで日本人が大切にしてきたたく

さんのものを，私も同じように大切にしていきたい

と思いました。」等の記述があることからもうかがえ

る。 

② 研究の視点２について 

 表１の「あなたの周りで，自分の在り方生き方につ

いて考え，表現しようとする力が高まっている」の項

目に大きな向上が見られた。これは，１単位時間ごと

に習得した知識や概念を，自分の言葉で１枚ポート

フォリオに記入していき，その記録をもとに「単元を

貫く問い」を解決し，表現しようとする活動に取り組

んだ成果であると考えられる。また，表２に見られる

ように，「単元導入時」と「単元末」では，「単元を貫

く問い」についての生徒の記述に大きな変容が見ら

れる。１枚ポートフォリオを見れば，考えの深まりを

客観的に認識することができる。このことは，生徒た

ち自身が「学びの実感」を持ち，「成長の実感」を得

ることにつながったと考えられる。さらに，表３の

「『（日本人は）一つ一つの事や人を大切にする』とい

うことを学んだ。」，「これから社会人になっていく中

で，たくさんの人や事に出会うと思います。これから

は今まで以上にたくさんの人や事を大切にしていき

たいと思いました。」等の記述からは，学習を通して

生徒たちが日本人としての誇りを持ち，社会に参画

する意識を高めたことがうかがえる。 

４ 研究のまとめ（成果と課題） 

 (1) 成果 

 これまで述べてきた表１の変容等から，研究の視

点に基づく取組は，「生徒一人一人が未来の創り手と

なる豊かな学び」につながったと考える。 

研究の視点１の「『見方・考え方』に着目した問い

の工夫」として「自分の在り方や生き方についての自

覚を深めることへ向かうような『単元を貫く問い』を

設定する」ことや，その問いについて「多様な視点か

ら捉えさせ，考えさせる」ことは，次期学習指導要領

における科目「倫理」の目標に示されている「現代の

諸課題を追究したり解決に向けて構想したりする活

動」を通して，「倫理に関する概念や理論などを活用

して，論理的に思考し，思索を深め，説明したり対話

したりする力を養う」ことや，「多面的・多角的な考

察やより深い思索を通して涵養される，現代社会に

生きる人間としての在り方生き方についての自覚を

深める」ことにもつながると考える。 

 研究の視点２の「学びを実感する振り返りの工夫」

として取り組んだ「１単位時間ごとに習得した知識

や概念を，自分の言葉で１枚ポートフォリオに記入

し，その記録をもとに『単元を貫く問い』を解決する

活動」は，次期学習指導要領における科目「倫理」の

目標に示されている「諸資料から，人間としての在り

方生き方に関わる情報を調べまとめる技能を身に付

ける」ことにも資すると考える。 

 本実践の研究の視点に基づく取組は，検証単元以

外でも，実施することが可能である。したがって，本

実践で得られた成果は，次期学習指導要領の科目「倫

理」で求められる，探究的な授業づくりに活用するこ

とができると考える。 

(2) 課題 

 本実践では，これまで述べてきたように，生徒たち

の「学びの実感」や「学んだことを生活に生かそうと

する態度」の育成について，一定の成果を得ることが

できた。しかし，「未来の創り手」に関する資質・能

力の伸長と，視点１・２による取組の相関を，更に丁

寧に見取るには，より長い期間での実践が必要であ

る。一方で，１単位時間ごとの「問いの工夫」や，意

見交流によって考察を深めるための「手だての工夫」

についても，更に充実させていく必要がある。 
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